第5回L-Band RF Gun 開発G会合

日程：2008年12月12日(金)

時間：10：00 – 11：30

出席者：早野、浦川(KEK)、磯山、加藤、柏木(大阪)、栗木(広島)

ビオデ接続：52869

ソレノイドについて柏木より報告があった。

ビーム調整が容易になるように、カソード上において、磁場の絶対値だけでなく、勾配も打ち消すように、下流側に小型のBucking coilを付け足すことを検討してみた。現状では電流量が大きく、最適化が必要。

Q: ボア径の大きさはDESY設計のものと一緒か?

A：多少異なる。冷却チャンネルの部分でボア径が決まっている。

早野よりFNALでの空洞製作の状況について説明があった。

空洞およびカプラーは現在のところ、1/17および3/16の完成の予定。3月中旬にKEKに向けて発送されることになっている。

Q：RF測定、チューニングは?

A：FNALでは行わない。彼らの空洞はDESYにてチューニングを予定しているが、我々分は先に送ってもらい、こちらで対応する。

Q：カソードはどのような状態でくるのか?

A：カソードプラグがない状態で送られて来る。RF測定用、ビーズ測定用のプラグをこちらで用意する必要がある。

来年度の計画について議論があった。

KEKから大学への技術移転というポリシーのもと、電子源・陽電子源開発を柱とした開発研究の提案がある。大阪大学、広島大学、そしてKEKという体制の検討を提案したい。協力をお願いしたい。

次回会合は1/13(火) 13：30より

文責 栗木

